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［研究の先に見据えるビジョン］

時系列ビッグデータを分析・予測する

リアルタイムAI技術

交通システムや環境測定等におけるセンサネットワーク等、

様々なIoTビッグデータは、そのデータ量ゆえにリアルタ

イムでの有効活用が困難でした。我々は非線形動的モデル

を用いた学習・分析により、時系列ビッグデータからリア

ルタイムに重要なパターンを発見し、将来の事象を予測し、

システムを最適化するAI技術を開発しています（図1）。

その一つとして、我々はIoTビッグデータから時系列モデ

ル間の因果関係（要因−結果関係）を捉え、事象の連鎖を

モデル化することにより、高精度かつ高速に要因分析・将

来予測を行う技術の開発に成功しました（図2）。現時点

において、この技術は深層学習を含む最先端の予測手法の

中で世界最高の予測精度と計算速度を示しています。これ

により、例えば様々な事故やトラブルの兆候をビッグデー

タから高速かつ自動的に抽出するための要因分析をリアル

タイムに行うことができます。
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図1 テンソル解析に基づくリアル

タイム予測

図2 ビッグデータストリームの動

的要因分析と将来予測
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［研究の先に見据えるビジョン］

近年、光学系と信号処理系を融合させた、コンピュテー

ショナルイメージングと呼ばれる撮像法に注目が集まって

います。コンピュテーショナルイメージングにより、イ

メージングシステムにおける性能の大幅な性能向上やハー

ドウェアの小型化及び低コスト化が実現できます。

例として、私は医療、天文学、工業分野で需要が大きい散

乱イメージングに対し機械学習を適用し、その有効性を実

証しました（図1）。また、三次元ディスプレイ、光ト

ラップ、レーザー加⼯の基礎技術として光学分野で⻑年研

究が行われている計算機合成ホログラフィに深層学習を利

用しました（図2）。

これらの成果は、情報科学技術を積極利用することによる、

イメージングシステムの新たな可能性を示しています。光

学技術および情報科学技術の発展及び融合により、当該分

野の重要性はますます高まっていきます。

コンピュテーショナルイメージングの最も成功した例としてX線コンピュータトモグ

ラフィ（CT）が挙げられます。

この技術が医療分野に革新的な発展をもたらしたように、新たな機能を有する光科学

技術の集積・発展は、環境・エネルギー・ものづくり・情報通信・医療等、様々な

ニーズにこたえる新たなフォトニクス分野の進展を加速します。

光学と情報科学の融合した情報光学を通して、次世代の社会・産業インフラの形成に

貢献します。
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図1 散乱イメージング (a) 光学系，

(b) ディスプレイ表⽰画像群（未学

習）,(c) 散乱画像群, (d) 再構成結果

画像群

図2 深層学習合成ホログラフィ

(a) 所望パターン群, (b) 合成ホロ

グラム群, (c) 再生パターン群

情報光学による次世代社会・産業インフラの形成
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